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　遠賀町が北部の「島門村」
と南部の「浅木村」に分かれ
ていた大正時代、現在の旧
停区内には島門村役場や交
番などがあり、村の中心で
した。旧停区は、広渡の一
部でしたが、分かれて現在
の旧停区となりました。「旧
停」という名前は、国鉄の旧停車場が、明治時代には東寄
りの旧停区内にあったことに由来します。区の行事は、新
年会・敬老会などがありますが、特に敬老会は赤ちゃん（０
歳児ママの会）から小学生までの区内の子どもたちが総出
で祝います。また、区内に住む広渡小学校に通う児童の見
守りを始めてから12年になります。最初は男女別に登校し
ていましたが、10年前からPTAの発案で旧停公民館に集合
し、そろって登校するようになりました。停車場があった
頃からの伝統ある生き生きとした地区、それが旧停区です。
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　「老良」という地名は、日
本武尊が熊

くま そ

襲征伐の折、遠
賀川で洗濯をしていた砧

きぬたひめ

姫
を見初め、楽しい生活を営
んだことから「老楽の里」と
呼び、それがいつしか「老
良」となりました。
　毎年７月に開催される
「老良山笠」は300年の長きにわたり続けられています。当
日は大人と子どもが力を合わせて綱を引き、山笠を動か
します。各家の玄関前では山笠を止め、無病息災、家内
繁栄を祝して「手打ち込み」を行います。山笠の終点とな
る老良神社前で祭りは佳境となり、参加者全員の「わっ
しょい」の掛け声に合わせて山車を右、左に３度回して「手
打ち込み」を行い、老良神社に奉納します。山笠は老良区
民の心意気です。これからも伝統文化として引き継いで
行きたいと思います。

老良区旧停区 世帯数　　　　93世帯
自治会加入率　86.7％
高齢化率　　　44.7％

世帯数　　　　141世帯
自治会加入率　88.1％
高齢化率　　　30.1％

停車場の
あった地区

伝統文化を
守り続ける
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地域
自治会だより

の絆
第11回

老良区

旧停区 魅力あふれる遠賀町の自治会活動から、
皆さんが思わず「 いいね！」と言いたくなる
素敵なニュースをお知らせします。

区民が力を合わせ山笠を動かす敬老会には赤ちゃんも参加
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